
1011 はじめに

ま
し
た
。谷や

中な
か

、駒こ
ま

込ご
め

に
見
ら
れ
る
江
戸
周
縁
の
寺
町
の
形
成
は
火
事
が
大
き
な
要
因
で
し
た
。し
か

も
、寺
町
の
形
成
は
一
つ
の
大
火
で
完
結
せ
ず
、長
い
年
月
を
か
け
て
寺
町
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

　

大
名
の
氏う

じ

神が
み

に
も
着
目
し
た
い
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、現
在
も
生
き
続
け
て
い
ま
す
。
明

治
以
降
大
名
が
東
京
か
ら
姿
を
消
し
て
か
ら
も
、存
在
感
を
増
し
続
け
て
き
ま
し
た
。
久く

留る

米め

藩
有あ

り

馬ま

家
や
丸
亀
藩
京き

ょ
う

極ご
く

家
は
上
屋
敷
で
は
氏
神
を
開
帳
す
る
こ
と
で
江
戸
庶
民
の
人
気
を
得
ま
す
。

　

江
戸
中
期
以
降
は
、江
戸
庶
民
が
寺
社
巡
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
寺
社
は
普
段
神
聖
な
場
所
で
す

が
、祭
や
富
士
講
が
開
か
れ
る
時
は
、娯
楽
の
少
な
い
江
戸
時
代
で
す
の
で
人
を
集
め
ま
す
。
江
戸
と

現
代
を
重
ね
、江
戸
庶
民
の
楽
し
み
の
場
を
覗の

ぞ

く
こ
と
で
、新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
、様
々
な
か
た
ち
で
江
戸
東
京
へ
の
関
心
を
深
め
る
た
め
に
、散
歩
気
分
で
寺
社
を
訪
ね
る

こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

は
じ
め
に

徳
川
家
康
が
入
府
す
る
以
前

日
本
武
尊
伝
説
の
神
社

関
東
に
お
け
る
神
社
の
分
布

１ 

律
令
時
代
、江
戸
前
島
周
辺
は
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
だ
っ
た
の
か

２ 

大
國
魂
神
社
と
荏
原
神
社
に
見
る
内
陸
と
海
と
の
関
係

３ 

南
品
川
の
荏
原
神
社
で
行
わ
れ
る
く
ら
や
み
祭
の
儀
式

４ 

荏
原
神
社
と
品
川
寺

江
戸
に
複
数
立
地
す
る
神
社

１ 

関
東
に
領
域
を
つ
く
り
だ
し
た
神
社
、

　

 

領
域
を
つ
く
り
だ
さ
な
い
神
社（
香
取
神
社
、氷
川
神
社
、熊
野
神
社
）

２ 

湧
水
が
豊
富
に
湧
き
で
る
亀
戸
香
取
神
社

３ 

大
宮
氷
川
神
社
の
領
域
と
江
戸
七
氷
川

４ 

江
戸
七
氷
川
筆
頭
の
赤
坂
氷
川
神
社
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源
義
家
と
北
斗
七
星

１ 

鳥
越
神
社

２ 

兜
神
社

３ 

将
門
塚

４ 
神
田
山

５ 
二
つ
の「
つ
く
ど
」、筑
土
八
幡
神
社
と
津
久
土
神
社

６ 

水
稲
荷
神
社

７ 

鎧
神
社

太
田
道
灌
が
関
わ
っ
た
神
社

１ 

道
灌
七
稲
荷

２ 

太
田
道
灌
の
時
代
、江
戸
城
裏
鬼
門
を
担
っ
た
西
久
保
八
幡
神
社

３ 

諏
訪
神
社

徳
川
家
康
入
府
以
降
の
寺
社
の
特
色

徳
川
家
ゆ
か
り
の
菩
提
寺

１ 

江
戸
初
期
、江
戸
城
を
守
る
要
と
し
た
浅
草
寺
と
増
上
寺

２ 

徳
川
家
の
二
つ
の
菩
提
寺 

増
上
寺
と
寛
永
寺

威
厳
を
生
み
だ
し
、庶
民
を
巻
き
込
む
寛
永
寺

徳
川
幕
府
を
支
え
た
三
人
の
女
性
が
眠
る
菩
提
寺

伝
通
院
、麟
祥
院
、護
国
寺

１ 

伝
通
院（
徳
川
家
康
の
生
母
で
あ
る
於
大
の
方
の
霊
廟
）

２ 

麟
祥
院

３ 

絶
大
な
権
勢
を
誇
っ
た
綱
吉
の
生
母
の
菩
提
寺
・
護
国
寺

江
戸
の
大
火
と
寺
社

１ 

明
和
９
年
の
大
火
で
火
元
と
な
っ
た
大
円
寺

２ 

明
暦
の
大
火
で
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
新
川
大
神
宮

３ 

明
暦
の
大
火
で
江
戸
周
縁
に
移
転
す
る
大
寺
院
、西
本
願
寺

江
戸
の
大
火
と
谷
中
の
寺
町
の
形
成

１ 

谷
中
尾
根
道
の
寺
町
化

２ 

感
應
寺（
天
王
寺
）と
そ
の
周
辺

３ 

玉
林
寺
と
そ
の
境
内
に
借
地
す
る
寺
院

４ 

明
治
16
年
に
創
建
さ
れ
た
全
生
庵
と
山
岡
鉄
舟
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1415 目次

寺
町
が
形
成
さ
れ
た
本
郷
台
地

１ 

吉
祥
寺

２ 

正
保
４
年
の
大
地
震
を
機
に
寺
町
化
す
る
駒
込

３ 

明
暦
の
大
火
後
に
移
転
し
て
き
た
寺
院

４ 
寺
町
化
す
る
太
田
備
中
守
な
ど
の
下
屋
敷

大
名
屋
敷
に
あ
っ
た
氏
神
、屋
敷
稲
荷

水
天
宮
、金
刀
比
羅
宮
、銀
杏
八
幡
宮

１ 

水
天
宮（
久
留
米
藩
有
馬
家
上
屋
敷
）

２ 

金
刀
比
羅
宮（
丸
亀
藩
京
極
家
上
屋
敷
）

３ 

大
名
の
屋
敷
稲
荷
、銀
杏
八
幡
宮

江
戸
城
内
に
練
り
込
む
祭
が
あ
る「
江
戸
三
社
」

（
神
田
明
神
、日
枝
神
社
、赤
城
神
社
）

１ 

江
戸
総
鎮
守
だ
っ
た
神
田
明
神

２ 

江
戸
総
氏
神
の
日
枝
神
社

３ 

江
戸
の
三
社
に
加
え
ら
れ
た
赤
城
神
社

神
社
境
内
に
あ
る
富
士
塚

１ 

富
士
講
と
富
士
塚

２ 

加
賀
藩
前
田
家
と
の
縁
を
持
つ
駒
込
富
士
神
社

３ 

都
市
変
貌
で
流
転
し
た
鉄
砲
洲
稲
荷
神
社
と
富
士
塚

江
戸
の
三
大
不
動

１ 

江
戸
五
色
不
動
の
代
表
格 

目
黒
不
動
尊（
瀧
泉
寺
）

２ 

薬
研
堀
不
動
院

菅
原
道
真
を
祀
る
神
社

１ 

「
江
戸
の
三
富
」の
一
つ
、湯
島
天
満
宮（
湯
島
天
神
）

２ 

江
戸
城
内
か
ら
城
外
へ
移
さ
れ
た
平
河
天
満
宮

３ 

東
の「
太
宰
府
天
満
宮
」と
呼
ば
れ
た
亀
戸
天
神
社

お
わ
り
に
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